
１．科目の目標

２．評価の観点の趣旨

３．指導及び評価計画
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評価の場面

・方法

評価の観点

知識・技能（技術）　a 思考・判断・表現　b 主体的に学習に取り組み態度　c

指導と評価の年間計画（　公共　）

岐阜県立土岐紅陵高等学校

科目

単位数 使用教科書 副教材・問題集等

指導クラス学年

法や規範の意義及び役割，多様な契約及び消費者の権利と責

任，司法参加の 意義などに関わる現実社会の事柄や課題を基

に，憲法の下，適正な手続きに則 のっと 56 第２章 公民科の各

科目 り，法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正に

調整し，個人や社会 の紛争を調停，解決することなどを通し

て，権利や自由が保障，実現され，社 会の秩序が形成，維持さ

れていくことについて理解する。

選択・判断するための手掛かりとなる考え方や 公

共的な空間における基本的原理を活用して、 政

治、経済、法などに関する現代の社会的事 象や、

それらが複合的に関連し合って生じてい る現実社

会の諸課題について、解決に向けて 協働的に考察

する力を身につける。

公共（実教出版） 公共演習ノート（実教出版）

2

単元 指　導　項　目
予定

時間
主な学習活動（指導内容）と到達目標

2

1

2

第１章　社会を作る私たち

1青年期とは

２自己形成期

３自己形成期（１）

４職業生活と政治参加

５伝統・文化と私たち
第1部

公共の

扉
第５章　民主国家における基本原理

１民主政治の成立

２民主政治の基本原理

３民主政治のしくみと課題

４世界の主な政治制度

・自立した主体として、他者との協働により社会が成り立っていることを理解する

・「自立した主体とは何か」を問い、自らの体験や悩みを振り返り、自己を見つめなお

す。

・社会に参画し、行為の善悪を個人が判断する手掛かりとする。

・社会における基本的な原理について、個人と社会との関わりを理解する。

・民主政治の基本原理に基づきながら，政治機構，民主政治 における世論形成と政治参

加の意義について理解する。

・て国家権力と人権保障との関係について考えさせ，基本的人権の保障の充実と発展が民

主政治の究極の目標であることについての認識を深める。

・国家権力と人権保障との関係について考えさせ，基本的人権の保障の充実

と発展が民主政治 の究極の目標であることについての認識を深める。
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人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり 解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際

社会に主体的 に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能 力を次のとおり育成することを目指す。
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5

6

7

8

9

10

第１章　日本国憲の基本的性格

１日本国憲法の成立

２日本国憲法の基本的性格

・第二次世界大戦以後の日本の政治状況を踏まえて、日本国憲

法の成立過程を理解する。

・日本国憲法の基本原理と基本的な原則を理解する。

3自由に生きる権利

４平等に生きる権利

前期中間考査

・歴史的な経緯を踏まえ、基本的人権の保障に関する理解を深める。

・平等に生きる権利は、日本国憲法にどのように定められているのかを理解する。

５社会権と参政権

６新しい人権

７人権の広がりと公共の福祉

・人間らしい生活を送ることに対して、日本国憲法がどのように寄与しているか理解す

る。

・人権と人権が衝突した場合、どのような調整方法があるか理解する。

・日本国憲法に明記されていなかった新しい権利を理解する。

８平和主義とわが国の安全

９こんにちの防衛問題
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定期考査

・人間らしい生活を送ることに対して、日本国憲法がどのように寄与してい

るか理解する。

・平和憲法の成り立ちや、日米安保条約と自衛隊について理解しよう。

第２章

１政治機構と国会

２行政権と行政機能の拡大

３公正な裁判の保障

４地方自治と住民自治

５政党政治

６選挙制度

７世論と政治参加

第２章

日本の政

治機構と

政治参加

１経済主体と経済活動の意義

２経済社会の変容

３市場のしくみ

第１章

現代の経

済社会と

国民生活

・国民を代表する議員によって構成される国会にはどのような権限が与えら

れているか理解しよう。

・内閣はどのような構成で、どのような権限を持っているのか理解しよう。

・私たちの暮らしに司法がどのように関わっているのかを理解しよう。

・地方自治の意義を考え、その組織や制度について理解しよう。

・日本において政党政治がどのような歴史を歩んできたか理解しよう。

・日本の選挙制度にはどのような特徴があるか理解しよう。

・世論を政治に正しく反映させるために、マス・メディアや市民運動はどのような役割が

あるか理解しよう。

・経済活動がどのように営まれているか理解しよう。

・資本主義経済がどのように発展してきたのか理解しよう。

・市場がどのような仕組みで成り立っているのかを理解しよう。

第２部

よりよい

社会の形

成に参加

する私た

ち

前期期末考査

定期考査

プリントやノートへの書き込みや、普段の授業に

参加する姿勢を評価する。具体的には、グループ

ワークやペアワークなどへの積極的な参加を持っ

て評価する。

公共 1 １－１、１－２、１－３、２（転入者対応）
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・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート
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４市場の失敗

５現代の企業

６国民所得

７経済成長と国民の福祉

８金融の役割

第１章

現代の経

済社会と

国民生活

９日銀の役割

１０財政の役割と租税

１１日銀の財政の課題

・資本主義経済が有効に機能しない場合はどのような時があるか理解しよう。

・GDPには何が含まれているか、GNIやNIなどと比較して理解しよう。

・現代の企業には利益の追及のほかに何が求められているか理解しよう。

・物価や景気の変動はなぜ起こるのかを理解しよう。

・金融の自由化や国際化によって、金融取引はどのように変化したのか理解しよう。

・日本銀行が担っている特別な役割を理解しよう。

・政府は何を目的として、どのように財源を使っているか理解しよう。

・日本の財政が直面する課題について理解しよう。

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

後期中間考査 定期考査

１戦後日本経済の成長と課題

２転機に立つ日本経済

３経済社会の変化と中小企業

４農業と食料問題

５消費者問題

６公害の防止と環境保全

第２章

日本経

済の特

質と国

民生活 ７労働問題と労働者の権利

８こんにちの労働問題

・戦後、どのように経済成長してきたのかを理解しよう。

・人口減少に対し、どのような対策が取られているか理解しよう。

学年末考査

９社会保障の役割

・日本の中小企業はどのような課題に直面しているのか理解しよう。

・ロボットの導入が進む中で、日本の農業が直面している課題につい

て理解しよう。

・契約の際に生じる責任とは、どのようなものか理解しよう。

・過去の公害がなぜ発生したのか、過去の事例を確認しながら理解し

よう。

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・戦後、労働者の権利を保障する法律はどのように整備してきたのかを理解

しよう。

・働き方が多様になる中で、どのような課題が生じているか理解しよう。

・各国の社会保障制度を比較して、どのような特徴をもっているか理解しよ

う。特に日本国内の身の回りの保障制度について考えさせる。

定期考査

・行動観察

・小テスト

・ワークシート

・行動観察

・小テスト

・ワークシート


